
2021年度活動報告

財務実績（MOE：Management of  Economics）

需要の回復、価格転嫁により増収増益を達成
2021年度の事業環境は、新型コロナウイルス感染症による影

響から各国の経済活動に持ち直しの動きが見られる中で国内外

の需要が回復基調に推移し、売上収益は過去最高となりました。

コア営業利益については、新型コロナウイルスワクチンの研

究開発費の増加に加え原燃料価格の上昇やサプライチェーン

の混乱による影響を受けたものの、一部製品の市況上昇や、機

能商品分野を中心に最重要戦略市場である自動車向けやエレ

クトロニクス向けなどの需要が順調に推移し販売数量が増加

しました。また各事業において原燃料価格動向に応じた価格転

嫁による収益性確保に努めた結果、前年度比156%と大幅な

増益となりました。

ネットD/Eレシオは、アルミナ繊維事業の売却などポートフォ

リオ改革を不断に進め0.33ポイント改善し、2021年度1.40と

なりました。

コア営業利益率（％）

EBITDA（億円）

ROE（％）

ネットD/Eレシオ（倍）

全社ROIC
（%）

11.0～ 13.0

5,400～ 5,600

≧10.0

0.50～ 1.00

2025目標

6.2

5,180

10.4

1.29

2022期初予想

6.8

5,024

13.2

1.40

2021実績

5.4

4,056

-0.6

1.73

2020実績

コア営業利益（左軸） 機能商品 素材 ヘルスケア

（年度）

（億円） （億円）
4,000

3,000

2,000

1,000

0

45,000

36,000

27,000

18,000

9,000

0

613

993

179

32,575 

850

1,800

140

2,750 30,000

787

2,011 

-70

2,723

39,769
44,360

売上収益（右軸）

20192018（年度）

（%）
8.0

6.0

4.0

2.0

0

2020 2021

3.55.9 3.3 4.9

7.3

3.8
3.2

5.9

1.6
2.3

分野別ROIC推移売上収益とコア営業利益推移

6.0

-0.9

機能商品　　　素材　　　ヘルスケア

1,747

3,500～ 3,700

6.1 5.5
5.1

6.2

過年度（2020年度以前）の業績数値は発表当時のものを使用しています
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2021年度活動報告

サステナビリティ実績
（MOS：Management of  Sustainability）

2021年度のトピックスと主な活動

国内GHG排出量推移

GHG排出量の削減に向けて
三菱ケミカルグループは、2050年のカーボンニュートラル実

現と2030年度までのGHG削減目標を2021年度に公表しまし

た。国内では2030年度までの削減目標、42％削減（2013年度

比）に対し、2021年度は16.8％削減しました。今後、カーボン

ニュートラルに向けたロードマップに沿って、燃料転換などの施

策を推進していきます。

また、バリューチェーン全体のGHGなどの環境インパクトの削

減を評価するために必要なLCA （ライフサイクル・アセスメント） 

の基盤を確立し、製品・サービス別の算定を進め、事業などへ算

定対象の拡大を図っています（　P.76）。
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カーボンニュートラル宣言
新経営方針
「Forging the future 未来を拓く」発表

Medicago, Inc.の新型コロナウイルスワクチンのカナダにおける承認取得
新型コロナウイルス感染症の予防をめざして開発している植物由来の
VLPワクチンについて、連結子会社であるMedicago, Inc.がカナダにお
いて2022年２月に承認を取得。

遅発性ジスキネジア治療剤の国内での製造販売承認取得
「ジスバル®カプセル40mg」（一般名：バルベナジン）について、遅発性
ジスキネジアを適応症とした日本における承認を2022年３月に取得。

廃プラ油化設備への投資決定
ＥＮＥＯＳ㈱との共同事業として、
茨城事業所に、商業ベースでは
国内最大規模となる年間２万トン
のプラスチック油化能力を備え
たケミカルリサイクル設備を建設
することを2021年7月に決定（稼
働目標：2023年度）。

PHCホールディングス㈱株式の一部売却
PHCホールディングス㈱の取引所への上場に伴
い、保有している株式について一部を売却。

アジア地域における電子材料ガス、
ジボランガスの製造能力増強の決定
日本、韓国、中国において、半導体デバイスの製造プロセス
で使われる電子材料ガスであるジボランガスの製造能力を、
2023年末までに順次増強することを2021年11月に決定。

ドイツでのポリエステルフィルム
新ラインの増設決定
今後も世界的に需要拡大が見込
まれるポリエステルフィルムの生
産能力を、ドイツにおいて増強す
ることを決定（ドイツ生産能力：
55,000トン→82,000トン／年）
（稼働目標：2024年末）。

半導体材料向け特殊エポキシ樹脂の
生産増強の決定
旺盛な需要に対応するとともにサプ
ライチェーン強化を図るため、半導体
封止材・電子材料向け特殊エポキシ
樹脂の新たな生産拠点を福岡事業所
に設けることを2021年12月に決定
（商業生産開始目標：2023年4月）。

アルミナ繊維事業の譲渡
ポートフォリオ改革の一環とし
て、結晶質アルミナ繊維事業を、
Apollo Global Management, 
Inc.の関連会社が投資助言する
ファンド保有の特別目的会社へ
2022年３月に譲渡。
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